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教　授： 金　衛国

准教授：中嶋善晶

量子エレクトロニクス教室

主な卒論テーマ

主な卒論テーマ

ハイテク

リサーチセンター

ハイテクリサーチセンターと

は、最先端の研究開発プロジェ

クトを進めるために、大学内に

研究拠点を設け、研究環境や人

材面での支援を行う事業のこと。

文部科学省の厳しい選定をクリア

した大学にのみ設立が認められ

ます。東邦大学では 2005 年に

「複合物性研究センター」の名

で開設され、物理学科、化学科、

生物分子科学科のスタッフが

中心となって、多彩な機能を持つ

新しい有機物質の開発を進めて

います。

恵まれた研究環境

物性理論教室
物質のあらゆる性質を物理の言葉で解き明かす

脳の仕組み、気候の変化、株価の動きなど、

世の中には複雑な現象が無数に存在します。

これらに共通することは、性質がよく理解され

ている比較的簡単な要素でも、多数集まって

互いに作用し合うと、予測のつかない新しい

現象が起こるということ。この研究室のテーマ

である物性理論は、物質の中で起こるそのよ

うな現象を、量子力学という手法を使って

解き明かす学問です。

二次元ディラック電子系の物理

二次元強磁場中における電子の状態密度と不純物散乱

準位統計によるアンダーソン転移の解析

磁化ダイナミクスから誘起されるスピン起電力

スピンゼーベック効果の緩和メカニズム

教　授： 河原林透

教　授： 大江純一郎

レーザーを用いてミクロの世界を描き出す

量子エレクトロニクスとはレーザーを用い

て物質の性質を調べたり、光の性質そのもの

を研究する分野です。物質には固有の色があ

り、その色に合うレーザーを当てると、物質

の性質を精密に計測することができます。

レーザーの性質を利用した高分解能原子線

レーザー分光計測やテーパー型ガラスキャピ

ラリーを用いたレーザーマイクロビームの開

発、光周波数の精密な物差しとなる光コムな

どの研究をしています。

高分解能原子線半導体レーザー分光

Ba原子の高励起状態のゼーマン効果とシュタルク効果の研

究

テーパー型ガラスキャピラリーにおける光の透過率の測定

キャピラリー光学系によるレーザーマイクロビームプロ

フャイルの測定

光コムの開発研究

重粒子線がん治療の最適化に関する研究

物性物理学教室
マイナス 270 度の世界で物質の本質に迫る

教　授：田嶋尚也

准教授：川椙義高

電気抵抗がゼロになる現象を超伝導といい

ます。超伝導体は、電気エネルギーを無駄なく

有効活用できる、ケーブルの新素材としても

期待されています。

近年、マイナス 120 度で超伝導になる物質

（高温超伝導体）や、普通は電気を通さない

はずの物質でも、ある状況下では超伝導に

なる物質が発見され、注目されています。この

研究室ではこうした物質の謎に迫っていき

ます。

有機導体をチャネルとした電界効果トランジスタと輸送特

性

分子性ディラック電子系の量子輸送現象

電界効果トランジスタを用いた有機ディラック電子系の

キャリア数制御

有機ディラック電子系における量子相転移

有機ディラック電子系の電子-正孔対称性

主な卒論テーマ

外研制度

4 年次の卒業研究では、学科

内の 7 つの研究室以外にも、外部

の研究機関に出向いてさらに幅

広い領域の研究に取り組むこと

もできます。例年、高エネルギー

加速器研究機構、国立天文台、

量子科学技術研究開発機構、理

化学研究所などで卒業研究を行う

学生がいます。

活動を広げ、さらなる成長機会

磁性トポロジカル物質の創製

トポロジー・強相関効果を持つエネルギー材料の開発

カミオカイト型酸化物の電気・磁気特性

混合原子価を持つ希土類酸化物の磁気特性

ペロブスカイト型マンガン酸化物の超巨大磁気抵抗効果

磁気物性学教室
基礎的な磁性からスピントロニクスまで幅広く研究する

教　授： 赤星大介

准教授：鈴木健士

磁性体は小型の強力なモーターやコンピュー

タのハードディスクなど、日常生活で使う様々

な機器で利用されています。最近では、既存

の原理に基づきより効率的なデバイスを実現

する研究に加え、強相関効果やトポロジーな

どの固体物理学における新しい概念を動作原

理に持つ、革新的なデバイス開発の研究も盛

んに行われています。本研究室では、自分た

ちの手で新しい物質やデバイスを創製し、さ

らにその性質を明らかにすることを通して、

基礎から応用に至るまでの幅広い磁気物性の

研究を行っています。

主な卒論テーマ
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PICK UPc さらなる魅力

活躍する
学生たち

PICK UP

c
さらなる
魅力

主なポイント

原子物理学の魅力

ユニークな学外研修

活躍する女性若手研究者

「超伝導」はミクロな世界の量子力学的効

果が我々の生活するマクロな世界に顔を

出す現象として多くの科学者を虜にして

きました。私はさらに「有機物」で実現

する超伝導における新奇な現象を日々追

い求めています。

杉浦 栞理 博士
2013 年 3 月　
本学理学部物理学科卒業
現在、東北大学金属材料
研究所助教

女性サイエンティスト養成の草分け
突出した
女子比率 　もともと東邦大学は、日本では珍しい女性のための理系

総合教育機関として発足しました。「猿橋賞」で有名な猿

橋勝子博士は卒業生の一人ですし、NHK 連続テレビ小説

第 86 シリーズ「梅ちゃん先生」（2012 年上半期）の舞

台も本学をモデルとしています。現在は男女共学の総合大学になりましたが、今

なお女子学生の比率が高いことが特色で、特に理学部での比率 (約40%) は、

全国の理工系学部のトップレベルにあります。

　2025 年 8 月、新元素「ニホニウム」の合成でも知られる理化学研究所の仁科加

速器科学研究センターの見学会を行いました。本学と共同研究も行なっており、卒

業研究等で学生が実験しに行くこともあります。

　これまでにも神岡宇宙素粒子研究施設 ( スーパーカミオカンデ・大型低温重力波

望遠鏡 KAGRA・KamLand など ) や、ハワイのすばる望遠鏡の見学会など、ユニー

クな学外研修を行っています。

　左：武子尚生さん（物理学専攻博士前期課程、2026 年 3 月修了、量子エレクトロニクス教室［指導教員：中嶋准教授］）は、レーザー

学会学術講演会第 45 回年次大会において発表奨励賞を受賞しました。本研究では、超精密レーザー技術である「光周波数コム」を用い

たデュアルコム分光法により、非接触で多成分ガス分子の温度と濃度を同時に計測する技術を提案し、その有効性を実証しました。

　右：飯田栞吏さん（物理学専攻博士前期課程 2026 年 3 月修了、原子過程科学教室 [ 指導教員：古川准教授 ]）は日本物理学会第 79
回年次大会における学生優秀発表賞を受賞しました。本研究は高エネルギー加速器研究機構、日本原子力研究開発機構などとの共同研

究で、非常に重い超ウラン元素の質量を精密に測定するため、空間中にイオンとして取り出し、運動を制御する新しいイオンビーム生

成法の開発に成功しました。

原子物理学の最先端研究施設を見学
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AFTER GRADUATIONd 多彩な進路

大学院という選択

例年、物理学科卒業生の 2 ～ 3 割は、大学院に進学して研究を続けています。

進学先は東邦大学をはじめ、東京大学、京都大学、東北大学、東京科学大学、

北海道大学、千葉大学、筑波大学、名古屋大学、大阪大学など多岐にわたります。

東邦大学大学院理学研究科物理学専攻では、国際的に活躍する教授陣を揃えて

下記の 3 部門を設置しています。いずれの部門においても、自然科学についての

高度な知識を修得し、それを用いて未知の分野を開拓する能力をもつ人材を育成

しています。また、量子科学技術研究開発機構、同放射線医学研究所および量子

医科学研究所、産業技術総合研究所、理化学研究所、国立天文台などと連携大学

院の協定を結び、研究の領域をさらに広げています。

宇宙・素粒子物理学部門

　ブラックホールから銀河団に至る多様な天体の形成と進化、重力波やニュート

リノによる新しい宇宙観測、様々なエネルギー領域における素粒子・原子核に関

わる諸現象等について研究と教育を行います。大学院生はスイス、フランス、イ

タリアや米国の研究所・観測所など国外で実験・観測を行う機会もあります。

物性物理学部門

フラストレーション系などの基礎的な磁性にかかわる現象から、先端技術と深い

関わりのあるスピントロニクスまでの幅広い磁気物性、有機超伝導体をはじめと

する様々な物質の極低温における物理現象について研究と教育を行います。また、

物性物理学における諸現象を解明する基礎となるべき量子物理学、統計物理学に

関する研究と教育を行います。

量子・原子物理学部門

現代・近未来科学の礎を担う原子・分子の世界、およびその応用であるレーザー

を中心とした量子エレクトロニクスについて研究と教育を行います。具体的には

物質と光との相互作用や原子・分子の反応機構の解明を進めます。また、それら

を利用したレーザー分光や微量成分分析装置など新しい物理的計測技術の研究と

教育を行います。

　本学卒業生の松山嗣史氏（2019 年博士

後期課程修了）は、現在、岐阜大学 大学

院工学研究科の助教として、試料の元素分

布像を取得可能な装置の開発を行っていま

す。学生時代は、量子科学技術研究開発機

構高度被ばく医療センターとの共同研究

で、溶液中の極微量のウランを分析可能な

方法の開発に取り組み、その知識や経験を

現在の研究に活かしています。

　この他多数の大学院修了者が、放射線医

学総合研究所や理化学研究所、産業技術総

合研究所、岡山大学、福井大学、東京理科

大学などで研究者、教育者として活躍し

ています。また、日本物理学会の若手奨励

賞（2014、2016 年 ） や 論 文 賞（2002、
2007、2016、2017 年）の受賞、文部科

学大臣表彰（若手科学技術者賞）を受賞す

るなど外部からも高い評価を受けていま

す。

シミュレーション計算と
その結果を議論する学生

磁気特性の測定

AFTER GRADUATION

卒業後
の進路

主なポイント

安定した就職率

大学院への進学

安定した就職内定率

物理学科卒業生の進出分野は、社会の要請に応じていっそう広範になり、就職内定率も高い値を維持し

ています。平均的な求人件数は一人あたり約 4 社にのぼり、就職先の業種は、情報技術（ IT ）関連をはじめ、

化学工業、電気、精密機械、保険・医療関連、公務員、教職など多岐にわたります。自然科学を身につけ、

柔軟な思考力と活力にあふれる卒業生に対する社会の期待は、今後ますます高まる傾向にあります。

このような状況に対応し、東邦大学理学部では、キャリアセンターと担当教員とが連携して、きめ細か

い就職指導を行っています。就職総合講座や公務員試験対策講座、インターンシップ、学内企業合同説

明会なども定期的に実施し、社会の各分野で確実に活躍・貢献できる人材として卒業生を送り出すため、

力を尽くしています。

また、教育の国際的な水準の維持と向上を目指して、JABEE（日本技術者教育認定機構）の認定を「物理

エンジニアコース」が受けました。この認定によって、当学科の教育内容が客観的に判断されるよう

になり、物理学科、および卒業生に対する評価がさらに上がることが期待されています。

就職・採用実績を支える教員養成課程 

教員養成課程に登録し科目を履修することで、中学校教諭一種免許状（理科）・高等学校教諭一種免許状（理

科）が取得できます。さらに、小学校教諭一種免許状取得支援プログラムがあります。

教職課程専任教員に加え、キャリアセンターにおいて教職キャリアカウンセラーの先生へ相談を受ける

ことができ、現役合格を支えています。

卒業生の主な内定先 ※大学院卒含む

オリンパス、ニコン、日立製作所、三菱電機、富士電機、パナソニックインダストリー、東陽テクニカ、池上通オリンパス、ニコン、日立製作所、三菱電機、富士電機、パナソニックインダストリー、東陽テクニカ、池上通

信機、三井造船システム技研、キヤノンITソリューションズ、大日化成工業、沖電気工業，日本電波工業、日信機、三井造船システム技研、キヤノンITソリューションズ、大日化成工業、沖電気工業，日本電波工業、日

立ハイテク、三菱スペース・ソフトウェア、理想科学工業、朝日工業社、アルプス技研、オリジン電気、NSD、立ハイテク、三菱スペース・ソフトウェア、理想科学工業、朝日工業社、アルプス技研、オリジン電気、NSD、

K&Oエナジーグループ、日鉄住金SGワイヤ、みずほフィナンシャルグループ、TDK、NEC、大日本印刷、全日K&Oエナジーグループ、日鉄住金SGワイヤ、みずほフィナンシャルグループ、TDK、NEC、大日本印刷、全日

本空輸、浜松ホトニクス、フクダ電子、マブチモーター、オリエンタルモーター、リガク、帝国通信工業、東本空輸、浜松ホトニクス、フクダ電子、マブチモーター、オリエンタルモーター、リガク、帝国通信工業、東

芝メディカルシステムズ、武田薬品工業、味の素、資生堂、KDDI、NTTデータビジネスシステムズ、JR東日芝メディカルシステムズ、武田薬品工業、味の素、資生堂、KDDI、NTTデータビジネスシステムズ、JR東日

本、JR東海、三菱電機ビルテクノサービス、日本電子、チッソ、KEK、日立メディコ、野村証券、HIS、東京消本、JR東海、三菱電機ビルテクノサービス、日本電子、チッソ、KEK、日立メディコ、野村証券、HIS、東京消

防庁、国立印刷局、日本印刷技術協会、気象庁、文部科学省、防衛省、警視庁、千葉県警察、公立中学校・高防庁、国立印刷局、日本印刷技術協会、気象庁、文部科学省、防衛省、警視庁、千葉県警察、公立中学校・高

校、私立中学校・高校校、私立中学校・高校

業種別就職率 
2012 年 3 月～ 2026 年 3 月学部卒業生
( 就職希望者計 562 名、内定率 99%)

研究者として活躍する先輩達 !

doi.org/10.1038/s41598-019-56791-3doi.org/10.1038/s41598-019-56791-3

原子核乾板を用いたニュートリノ振動によるタウニュートリノ
出現事象の観測

シミュレーション計算シミュレーション計算

化学工業0.8%

3.8%

その他製造業4.4%

医療・保険・
金融

卸・小売業5.2%

公務員
（教員以外）

情報サービス業教育

その他

32.1%14.8%

27.5%

1.0%

d 電機・
精密機器

10.4%
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EXAMINATIONSe 個性に合わせて選べる入試制度

EXAMINATIONS e入学試験

習志野学事部   入試広報課

047-472-0666
物理学科では、受験生の個性を啓発すること
を目指した入学試験と入学前教育を実践して
います。

東邦大学理学部物理学科には計 5 種類

の入試区分があり、各受験生の特性に合っ

た試験を選択することができます。

【入試区分】

●総合入試

 （バランス型）：他大学併願可

 （主体性重視型）：本学専願

●推薦入試

 （指定校制，公募制・女子枠）

● 一般入試

 （A，B）

●共通テスト利用入試

 （前期，前期＋，後期）

●統一入試

5 個性に合わせて選ぶ

種類の試験

上記すべての区分で重複して受験が可

能で、合格のチャンスが拡大します。一

般入試の複数区分に同時出願すると、受

験料が割引になります。

主なポイント

入試の特色・概要

大 総合入試で

学の物理へ橋渡し

　大学では、基本法則から、一歩一歩、

積み上げるようにして展開される物理学

を学びます。高校物理で覚えた公式がす

べて基本法則から導かれるのです。「公

式の暗記」がいらなくなる代わりに、基

本法則から公式を導出するための展開力

や数学力が必要になります。このような

適性をきめ細かく面接で評価するのが総

合入試(バランス型，主体性重視型)です。

総合入試（バランス型，主体性重視型）

では、事前に公開する課題へのレポート

や面接当日に行う基礎学力確認の結果 ( 主

体性重視型のみ ) をもとに面接を行いま

す。一般的な入試では、大学側が問題を

提示し、受験者が答案を作成する、とい

う「1 回のやりとり」が評価の柱になり

ますので、答案に含まれない受験者の意

図や思考過程を評価に反映させることは

困難です。これに対して、総合入試では、

面接の場で何度もやりとりができるので、

単に解答の正否ではなく、「どのように考

えたのか」を重視した評価が可能となり

ます。

総合入試（バランス型，主体性重視型）

のレポート課題は、本学科ホームページ

等で事前公開します。

入
 試

 区
 分

募
集
人
員

出
願
期
間

試
験
日

合
格
発
表
日

試
験
科
目
・
選
考
方
法

備
　
　
考

総
合
入
試

（
バ
ラ
ン
ス
型
）

他
大
学
併
願
可

約
12

名

20
26

年
9
月

1
日
～

9
月

9
日

必
着

一
次
：
書
類
選
考

二
次
：

9
月

26
日

 （
面
接
）

一
次
：
９
月

19
日

二
次
：

11
月

2
日

（
10

月
2
日
内
定
通
知
）

書
類

選
考

と
面

接
事
前
に
公
開
す
る
「
物
理
」
の
課
題
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
、

そ
れ
を
も
と
に
面
接
試
験
を
行
う

・
合
格
者
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

を
受
験
す
る
こ
と
で
、
入
学
後
に

ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制
度
に
申
請
可

・
バ
ラ
ン
ス
型
の
み
他
大
学
と
の
併

願
可

・
入
学
前
教
育
対
象

（
主

体
性

重
視

型
）

本
学
専
願

20
26

年
11

月
1
日
～

11
月

11
日

必
着

一
次
：
書
類
選
考

二
次
：

11
月

28
日

 （
面
接
）

一
次
：

11
月

21
日

二
次
：

12
月

4
日

書
類

選
考

と
面

接
下
記
①
も
し
く
は
②
を
選
択
し
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
し
た
質
疑
応
答

を
行
う
。

①
 事

前
に
公
開
す
る
「
物
理
」
の
課
題
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

②
 面

接
時
に
行
う
「
数
学
Ⅰ
」、
「
数
学
Ⅱ
」、
「
数
学

A
」、
「
数
学

B」
、

　「
数
学

C（
「
ベ
ク
ト
ル
」
の
み
を
範
囲
と
す
る
）」

の
基
礎
学
力
確
認

推
薦
入
試

（
指
定
校
制
）

約
7
名

20
26

年
11

月
1
日
～

11
月

6
日

必
着

11
月

14
日

12
月

1
日

面
　

接

（
公
募
制
・

女
子
枠
）

若
干
名

20
26

年
11

月
1
日
～

11
月

6
日

必
着

11
月

15
日

12
月

1
日

書
類

選
考

、
適

性
検

査
、

面
接

一
般
入
試

(A
)

約
18

名

20
26

年
12

月
14

日
～

20
27

年
1月

19
日

W
eb

締
切

1
月

20
日
必
着

2
月

1
日

W
eb

: 2
月

13
日

発
送

: 2
月

15
日

筆
記

試
験

「
数
学
（

I, 
II,

 A
, B

, C
）」
、「

外
国
語
（
英
語
）」
、「

理
科
（
物
理
基
礎
・
物

理
、
化
学
基
礎
・
化
学
、
生
物
基
礎
・
生
物
の
計

9
問
か
ら

3
問
選
択
）」

の
計

3
教
科

・
3
学
科
ま
で
併
願
可

・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制
度
対
象

(B
)

約
16

名

20
26

年
12

月
14

日
～

20
27

年
1月

19
日

W
eb

締
切

1
月

20
日
必
着

2
月

2
日

W
eb

: 2
月

13
日

発
送

: 2
月

15
日

筆
記

試
験

「
数

学
（

I, 
II,

 A
, B

, C
）」
、「

外
国

語
（

英
語

）
ま

た
は

数
学

III
, C

」、
「

理
科
（

物
理

基
礎

・
物

理
、

化
学

基
礎

・
化

学
、

生
物

基
礎

・
生

物
の

計
9

問
か
ら

3
問
選
択
）」

の
3
教
科
の
う
ち
、
上
位

2
教
科

・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制
度
対
象

統
一
入
試

理
学
部

全
体
で

約
19

名

20
26

年
12

月
14

日
～

20
27

年
2
月

15
日
必
着

2
月

23
日

3
月

2
日

筆
記

試
験

「
数
学
（

I, 
II,

 A
, B

）」
、「

外
国
語

(英
語

)」
、「

理
科
：
物
理
（
物
理
基
礎
・

物
理
）、

化
学
（
化
学
基
礎
・
化
学
）、

生
物
（
生
物
基
礎
・
生
物
）
の

う
ち

1
科
目
選
択
」
の

3
教
科
の
う
ち
、
上
位

2
教
科

・
3
学
科
ま
で
併
願
可

共
　
　
通

テ
  ス

  ト

利
用
入
試

前
　
期

前
期
＋

約
12

名

20
26

年
12

月
14

日
～

20
27

年
1
月

15
日
消
印

有
効

W
eb

: 2
月

13
日

発
送

: 2
月

15
日

前
　
期

共
通

テ
ス

ト
を

利
用

「
数
学

I,A
」、
「
数
学

II,
 B

, C
」

「
物
理
、
化
学
、
生
物
、
地
学
、
英
語
か
ら
上
位

1
科
目
」

の
計

3
科
目

・
個
別
試
験
は
行
わ
な
い

・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制
度
対
象

前
 期

+
共

通
テ

ス
ト

を
利

用
「
数
学

II,
 B

, C
」、
「
物
理
」
の
計

2
科
目

後
　
期

理
学
部

全
体
で

約
11

名

20
27

年
2
月

12
日
～

3
月

3
日
必
着

3
月

13
日

共
通

テ
ス

ト
を

利
用

「
数
学

I, 
A
」、
「
数
学

II,
 B

, C
」、
「
物
理
」、
「
化
学
」、
「
物
理
基
礎
と
化

学
基
礎
の
合
計
」
か
ら
上
位

2
科
目

※
 上

記
情

報
は

概
略

で
す

。
必

ず
学

生
募

集
要

項
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。

※
 共

通
テ

ス
ト

利
用

入
試

（
前

期
）：

英
語

は
、

リ
ス

ニ
ン

グ
を

受
験

し
た

場
合

（
未

受
験

で
も

出
願

可
）

に
は

、
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
と

リ
ス

ニ
ン

グ
の

合
計

点
と

、
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
の

点
数

に
2
を

乗
じ

た
点

の
高

い
方

を
採

用
し

ま
す

。

● 入 試 概 要 の 一 覧

※推薦入試および総合入試（主体性重視型）は合格し

た際に入学を確約できることが出願資格となりま

す。

一般入試（A，B）、共通テスト利用入試

（前期，前期＋，後期）の成績優秀者には、

入学後に奨学金（スカラシップ）が給付

されます。総合入試、推薦入試（指定校制，

公募制・女子枠）の合格者もチャレンジ

できます。

また、入学後の成績に応じて、２年次

以降の学納金を一部免除する特待生制度

もあります。

充実の事前サポート

学前教育
総合入試（バランス型，主体性重視型）

および推薦入試（指定校制，公募制・女

子枠）合格者には、入学までの期間を有効

に活用できる入学前教育制度を用意し、大

学への接続を確かなものにしていきます。

カラシップ制度ス

入

詳しくは本学HPをご覧いただくか、入試広報課にお問

い合わせください。

入試広報課　Tel: 047-472-0666
https://www.toho-u.ac.jp/info_exam/fee_nyusi.html



6/13, 6/27, 7/11, 8/29, 11/7

土曜キャンパス見学会

8/19

平日キャンパス見学会

8/1・2

オープンキャンパス

オープンキャンパス・土曜キャンパス見学会の一部として実施予定です。
それ以外にも、オンラインによる説明会を実施します。
詳細は本学科ホームページ等でご案内します。

総合入試に関する説明について


